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発刊にあたって

平成25年に始まった「熱海写真俳句撮詠物

語」が13年目をむかえ、今年令和7年10月を

もって閉会の節目となった。「もう13年？」

の感もありますが、残っている資料をみると

その多さに驚き、多くの人、催しが蘇り感慨

深い思いです。

平成25年熱海梅園うめまつりに始まる1月、

森村誠一先生をトップに据え「熱海写真俳句

ストーリーコンテスト」が始まった。

その時が熱海写真俳句撮詠物語のスタートと

なり10年を超える物語となった。

その後13年の間、熱海市観光協会、熱海市、

旅館ホテル協同組合、仲見世り商店会、熱海

新聞社などから、多くのご支援ご協力を頂き

活動してきた。そんな事から閉会するに当た

り何も残さず終わらせてしまうのはあまりに

残念、申し訳が無い。そんな思いがつのり

「証」となるこの一冊を作成し、心ばかりの

御礼とすることとした。この記録と記憶の一

冊、ご一読いただければ幸いに思います。

（矢崎）

13年の活動概要。
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観光都市熱海

第二回コンテストチラシ

はじめに

第二回チラシ 活動概要

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/2contest.pdf
http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/13nen.png


写真俳句との出会い

写真俳句ブログ

2000年代からネット上でにわかに姿を現し話題

を呼んだ「写真俳句ブログ」。フリーに募集し、

ランキングをつけ楽しむというものだった。雑誌

やTV番組で紹介されるなど人気だったのを記憶

している。

フォト五七五

2007年11月～12月にかけてNHK趣味悠々

「フォト五七五」が毎週一回八回シリーズで放映

された。

多くの人々が自由・気軽に投稿し楽しむことと

のできる背景には、ネットの普及に加え、爆発的

な普及を遂げたデジタルカメラがある。これは撮

影直後即モニターで確認でき、家庭で印刷できる。

また加えて通信機能を持つ携帯電話でのカメラ機

能の進化がこれに輪をかけた。撮影し目視した写

真を即遠方に送ることができる。

タイミングよくこれに追い打ちをかけたのが

NHK趣味悠々「フォト五七五」であった。

かく言う私もその一人で「写真俳句ブログ」のメ

ンバーでもあり楽しんだ。

こんな状況下で身近になった写真に簡単な言葉を

添えて楽しむ文化が定着し日常化していった。

熱海市にみちびかれて

平成20年、熱海に移住した。風光明媚な熱海は

伊豆、箱根の玄関口である街。観光資源、歴史資

源も豊富な街。都会からの移住高齢者も多く、市

民活動も盛んな街。行政は観光を軸した歴史文化

の街。重要文化財の保存活動を通じてこれらを学

んでいるとき森村誠一先生・そのグループと知り

あい、日常生活での写真俳句を知る楽しさを学び

スタートとなった。

         矢崎英夫
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フォト五七五

今も続く写真俳句ブログ

森村先生のページ

現在の
写真俳句部ブログ

⁂ 写真俳句ブログは形を変えて現在も行われている。また
別に「俳句ニッポン」行われこれも魅力だ。

俳句ニッポン

https://shashin-haiku.blog/
https://haikunippon.net/
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Ⅰ. 熱海というまちと写真俳句
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内 容

熱海というまち

熱海梅園と梅まつり

写真俳句ストーリーコンテスト」-1

写真俳句ストーリーコンテスト」-2

森村誠一先生と中村廣幸氏との出会い

森村誠一先生と写真俳句



熱海というまち
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大都会に近く新幹線が止まり、風光

明媚の温泉地である熱海。年間を通して

十数回花火大会も開催され、駅前、旧市

街地の昭和通りには、鮮魚食堂、スイー

ツの店がたち並ぶ熱海である。

コロナ期の後も早々V字回復し、令和7年

の現在は若者たちであふれている。

江戸時代

徳川家康に愛され多くの大名、庶民に愛

された江戸時代。御汲湯道中など熱海の

温泉が江戸将軍家に運ばれ、庶民は宅配

温泉を行い楽しんだ。当時人気の温泉番

付では、別格行司役でその存在を知らし

めた。

明治、大正時代そして昭和史初期

明治に入り政治家、文豪墨客が訪れた。

明治政府は西洋化を推し進め、人気の熱

海に、西洋の温泉医学を導入し温泉治療

館・噏滊館を建造し、隣接して大正天皇

の為の熱海御用邸を建設した。この様に

にぎわった熱海だが、その背景には大き

な努力が必要であった。

丹那トンネルの開通

それは、熱海の「交通の便の悪さの解

消」である。人車鉄道、軽便鉄道などの

努力は、関東大震災でむなしく壊滅して

しまった。しかしその状況を180度変えて

しまったのが昭和９年の丹那トンネルの

開通であった。その後の発展はすさまじ

く、昭和39年の新幹線熱海駅の誕生へと

繋がり、一時は“東京都熱海市“と言われ

るまでになった。

丹那トンネル開通

熱海御用邸

噏滊館

湯汲道中図

花火大会

噏滊館 丹那トンネル

https://book.atami-taut.com/archives/318
https://book.atami-taut.com/archives/585


熱海梅園と梅まつり

明治政府は温泉治療館・噏滊館の建設にあた

り、長与専斎は渡欧し温泉政策、治療を研修。

「衛生」の概念を日本に持ち帰り、初代衛生局

長として腕を振るい噏滊館の建設にあたった。

館完成の翌年（明治19年）に現在の熱海梅園は

開園した。西洋の温泉保養地学に基づいてのこ

どであった。この歴史・由緒ある熱海梅園の梅

まつり、それと同時に糸川沿に咲く「熱海桜ま

つり」をかね、熱海写真俳句ストーリーコンテ

ストは開催された。
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中央に清流「初川」が流れ５橋を渡
りながら高低差を楽しみながら、梅、
歴史遺産など眺め写真を撮り、俳句を
詠みを楽しむ。

コンテスト会場・温泉保養公園 熱海梅園

熱海梅園
熱海梅園
今昔

https://www.ataminews.gr.jp/spot/105
https://book.atami-taut.com/archives/347


熱海市観光協会は「熱海写真俳句ストーリーコ

ンテスト」を平成26年～29年の４年間開催した。

これは毎年開催される熱海梅園梅まつりで、熱海

をこよなく愛し、長らく別荘を所有している小説

家・森村誠一氏に依頼し始められたものである。

森村氏は小説家としてだけでなく、「写真俳句の

提唱者」としても先達的な存在であることから、

これまで依頼していた「アタミステリー」（熱海

ミステリー）の催しが終了したことも重なり、今

回の企画に至った。

熱海梅園梅まつりで全国よりの来熱者を主な対象

とし作品を募集、コンテスト形式で楽しもうとい

うもので氏の講演会と共に表彰式等が行われた。

熱海写真俳句ストーリーコンテスト-1
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第一回コンテスト （コンテスは4回開催）

第二回コンテストチラシ

ストーリーコンテスト

来場者による投票

3回表彰

https://atamistory575.com/archives/category/st
http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/hyou.pdf


コンテスト 審査・表彰式 森村誠一先生記念講演会

熱海写真俳句ストーリーコンテスト-2
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会場風景（起雲閣・ギャラリー）

表彰式

記念撮影

森村誠一先生

斉藤栄市長

中村 実行委員長

ストーリーコンテスト

https://atamistory575.com/archives/category/st


このコンテストの開催が 森村誠一先生、中村廣幸

氏との出会いであった。それは会の組織づくりの強力

な支援者となって頂くこととなった。

「熱海写真俳句撮詠物語」

中村氏は森村先生の写真俳句活動の積極的推進者で、

ホームページプランナー。市町村、民間に働きかけそ

の推進を支援している。今回のコンテストを通して知

り合った市民16名が集い、写真俳句の会をつくろうと

いう事となった。同氏の支援の下で設立準備委員会が

つくられ準備が始まった。

まずは会名。 熱海、写真俳句、物語は入れたいと

の意見に加え撮詠も加えたい。このすべてを入れると

長過ぎないかの意見もでたが、これも捨てがたく「熱

海写真俳句撮詠物語」と長い会名で決定した。

名誉顧問 森村誠一

またインパクトの強い看板が欲しいという事から、

名誉会長に森村先生にとの要望を同席の中村氏に相談。

「先生の許可は任せて」の同意頂きその後の話はとん

とん拍子ですすんだ。

ホームページ

会の目的、活動内容の決定に関しても、写真俳句の

内容、他の会の組織を熟知している中村氏のアドバイ

スを参考にすすめられた。中でもホームぺージの必要

性が論じられ、これまたHPプランナーでもある同氏

の全面的支援を頂いた。

これは当会の軸として、13年間あらゆる要素、活動

の基軸となり、遠方会員が増えるに至ってはまさに必

須のツールとなった。

これらの幸運な背景をもち、今後の具体的な組織づく

りに向けても支援を得られることとなり、設立準備委

員会の設立、会則の作成、「写真俳句の郷・熱海」推

進プロジェクトの作成へと繋がっていった。

森村誠一先生と中村廣幸氏との出会い
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会設立の支援者たち



森村誠一先生と写真俳句

森村誠一

1+1＝3以上の日常生活を楽しむ
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記事を読む

⁂ 本歌取り コンテスト時に行われた先生により行われた大切な記録（矢崎）

本歌取り

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/morimura.pdf
http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/honnkadori.pdf


Ⅱ. 熱海写真俳句撮詠物語の設立

内 容

設立趣旨

               基本コンセプト

「写真俳句の郷・熱海」推進プロジェクト

               目的と活動

活動・準備資金確保への取組み

組織構成

広報への取組み  

ホームページの設置

13

梅まつり期間中、梅園に可愛らしく咲くペチコート水仙



平成25年当時、全国の平均年齢は、男性79歳、女性86歳。その内65歳以上は

25％、熱海市においては40％となっていた。ＷＨＯは、2000年より「健康年

齢」の基準を掲げ「元気な高齢社会」を見据えた。熱海は、強いブランド性、

大都市圏に近い好立地性、文化、歴史、自然、産業、人材、気候、そして温泉

などに恵まれることから「健康寿命日本一の熱海市」として十分すぎる素質を

備えていることから、貢献の一助とならんと展望した。

一方、少子化の進行は、学校教育での情操の深まりと郷土への深い理解・関

心を持つことが求められ、双方の交流が元気な熱海の未来を形づくっていくこ

ととなる。写真俳句を通して結ばれる故郷「写真俳句の郷」では、地域の担い

手となる高齢者（生涯学習）と未来の担い手となる児童・生徒（学校教育）の

育成と交流を基とし、世代を超え、男女の違いを超えた市民、広くは全国民に

対して、写真俳句を創作・普及していくこととした。

熱海は、その発信地・拠点地（郷、聖地、故郷、中心地、中核）を担い、写

真、俳句に加え物語の3点セット「写真俳句物語」（写真・俳句・物語）を特

徴（個性）とし、関連団体や産業と協働し、創作し発信ししての展開を目指し

活動していきます。

熱海のいたる所に「写真俳句物語」が掲げられ、容易に何時でも参加、学習、

応募できるまち「写真俳句の郷・熱海」を推進し、その構築母体として本会を

設立し活動する。

設立趣旨
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「写真俳句の郷・熱海」への展望

入会案内 設立趣旨

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/nyukai.pdf
http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/shui.pdf


「朝起きた時やりたいことがある毎日」を目指す

基本コンセプト
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コンセプト

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/konnseputo.pdf
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写真俳句の郷・熱海
推進PJ

基本コンセプトの具体化へ

「写真俳句の郷・熱海」推進プロジェクト

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/001.pdf


「写真俳句の郷・熱海」推進プロジェクト

17

写真と俳句で作る「

写真俳句」に自分の“物

語”を添える「写真俳句

物語」の初心者講座が

２８日、熱海市昭和町

の起雲閣で開かれた。

市民ら３０人余りが集

い、「写真俳句ブログ

」を管理運営する中村

広幸さんと、俳人で編

集者の山口亜希子さん

から写真俳句の作り方

や楽しみ方を聞いた。

写真俳句物語を熱海

から全国に発信しよう

―と、今年４月に活動

をスタートさせた市民らの団体「熱海写真俳句撮詠物語」の発足記念講座。中

村さんは、同団体の名誉顧問で市内に執筆の拠点を持つ作家森村誠一さんの同

ブログを主宰している。

講座では「熱海という素材があふれた場所で、日常に彩りを加えるためにぜ

ひ写真俳句をやってほしい」と呼び掛けた上で、写真俳句ブームの立役者でも

ある森村さんの写真俳句の作り方を紹介。▽まずは日常から始める▽句材とし

ての写真に芸術性はいらない▽予感が走った光景や場面を写真に収める▽文法

は後にして五七五にまとめるなどをポイントに挙げた。

また「作ることが目的になると続かない。写真俳句は人生を楽しむ手段とし

てほしい」「タブーはない。まずは自分の思うままに写真を撮り、五七五を付

けることから始める」といった森村さんの言葉を交え「まずはカメラを手に外

に出て、日常を観察することを始めてみてほしい」と話した。写真俳句の基本

やこつ、注意点なども説明した。

同団体は今後、月例の句会と吟行会を中心に、勉強会や展示会を催すなど、

いつでも参加、学習、応募ができる“写真俳句の郷・熱海”を目指して活動を進

める。月例句会に参加する会員に加え、全国各地の愛好者が参加して交流でき

るように、ネットで作品を投稿する会友（ネット会員）も募る。

【写説】中村さんから写真俳句の作り方、楽しみ方を聞く受講者＝起雲閣＝

記事紹介

伊豆新聞PDF

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/satoizu.pdf


目的と活動

（名称）

第1条 本会は，熱海写真俳句撮詠物語（呼称・写真俳句物語）と称する。

（事務所）

第2条 この会の事務所は，熱海市梅園町に置く。

（目的）

第3条 本会は，自身が写真俳句を研修、親しむことを通し、多くの人々、団体

（仲間間、世代間、地域間、業種間）と交流し、熱海情報を全国に発信、来

熱者の促進を図る。また、行政、市観光団体、産業団体と協働し、各種イ

ヴェント（季節イヴェント）を企画・開催し、観光都市熱海のイメージアッ

プとまちづくりに寄与する事を目的とする。

（活動・事業の種類）

第4条 本会は，前条の目的を達成するために次に掲げる活動を行い次の事業を

実施する。

(1) 自らの写真俳句づくり研鑽に関わる活動。

(2) 写真俳句の啓発、広報に関わる活動。

(3) 関連団体との協働による合同プログラム、合同イベント開催等の活動。

(4) ｗｅｂの作成、更新等の電子手段により全国への広報活動。

(5) その他本会に必要とされる活動

（会員）

第5条 本会の会員は，第３条の目的、第４条の活動を理解し、賛同した個人、

法人等によるものとし、次の3種類の会員より構成する。

(1)正会員は，本会の目的に賛同し入会した者とする。

(2)賛助会員は，この会の事業を賛助する個人、法人とする。

（会費）

第7条 会員は，以下に定める年会費を納入しなければならない。

（役員）

第10条 本会に次の役員を置く。

 (1)会長 1名、(2)会計 1名、(3)監査 1名 (4)名誉顧問 森村誠一

（総会）

第13条 本会の総会は，正会員を持って構成し，年に1回開催するものとする。

ただし，必要があるときは臨時に開催できるものとする。

（抜粋）
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会 則 （抜粋）



 

熱海市観光まちづくり事業費補助金

熱海市観光基本計画に基づき、新しい観光と地域づくりの観点から、地域の魅

力をアップし、集客力を高めるまちづくりを推進する。熱海を個性的で特色ある

事業を企画・実施し、将来的に事業の自立と継続を目的とする市民団体を支援す

るための補助金。 （新規30万円、継続1-8万円、継続2-9万円 補助計47万円）

概要（例）
資格条件 団体は熱海市民を含む3名以上
対象事業 1年目「新規事業」2，3年目「継続事業」の2 部門 以後無し

４年以降は自立して継続
新規事業部門 既存事業に無い新たな発想。熱海の資源(自然･文化･

歴史･産業･人材等)を活用した事業
継続事業部門 補助金を受けた事業の経験と実績を踏まえ、問題点、課題

点を改善、又は新たな事業要素を付加
補助対象経費 活動人件費は認めない。必要経費のみが対象
事業補助金額 新規事業 上限30万円 継続事業（２年間）上限10万円
実施期間 補助金交付決定日から2021 年3 月30 日
申請書受付 ４月初から５月初め 観光経済課 観光推進室（一次）
審査日 申請書が通過したもの プレゼンテーションによる審査

これにより補助金額が決定される
報告義務 都度の催しの結果報告 年度末実績報告提出

左：提出書類 申請書用紙

右：第一回審査プレゼ

「写真俳句の郷・熱海」

活動・準備資金確保への取組み
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熱海市には市民の活動に対して観光基本計画に基づいての設立準備、活動に

対しての補助金制度がある。この制度は市独特なものかと思う。書類、面接の

審査があり報告義務も厳しいが、設立、活動の資金確保は、会の目的の明確化、

市への貢献意識の向上を意識化を促進させる。



組織構成

20

個人を地域

市観光まちづくりの事業を、

写真俳句にどう反映させていく

のかを検討した。

①会員のスキルアップ活動を通

して心身共の健康づくり促進。

②自作品の発表の場を多様にす

ることから創作意欲をアップ。

③基本コンセプトとそれに伴う

「写真俳句の郷・熱海」に向

かっての組織づくり。

会員と会友

会員は熱海に在住し共に活動で

きる「会員」と遠方でWEBで共

に活動する「会友」で構成し活

動促進。

会員 会友

発
信

受
信

WEB

WEB（HP)による組織構成と情報の発受信



写真俳句の撮詠を通して、仲間と活動し外部支

援をうけつつ多くを学ぶための組織づくりに努め

た。熱海市民及び他市、他県に告知をどうするか

を検討し活動を行った。

「ほくそ笑むいオンリーワンの小宇宙」

・ポスター、チラシの作成と配布

A2サイズのポスターを50枚作成、配布

困ったことに、協力頂ける場所がすくなく

多く張ることが出来なかった。

・ 熱海新聞、伊豆毎日新聞への記事掲載

・ 団体発足記念講座の開催

「陽よ登れ！潮流となれ！熱海発！」

2013年５月28日（火）起雲閣ギャラリーで

発足記念講座を行った。

当会より発足表明、組織の内容の説明後

中村廣幸、山口亜希子両氏による写真俳句

初心者講座が行われ予想を超える方々の出

席を頂いたことに感謝している。

HPの開始と情報発信

広報への取り組み

21

陽よ登れ！潮流となれ！熱海発！

日常に彩を A2ポスター

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/nitijyouni.pdf
http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/pos-scaled.jpg


ホームページの設置

22

会の充実、情報交換、活動報告、市広報

どうする？

会員同士だけの活動であればホームページ（HP）の必要性はないと思う。

HPの立ち上げには資金を始め、専門の技術と知識が必要であり、長い期間運営

するにも技能と努力が必要となる。従って多くの団体は持つことはできない。

専門家への委託は、初期、維持の費用で対象外。なんとか団体内で対応するし

かないのだが。

設置へ
当会の目的、組織の性格からすると必要であるとの結論から設置すること

なった。しかしその背景には、写真俳句コンテストの中村主催者がHPのプロで

あり、全面的に支援頂けるとの事があった。初期費用なしでの制作が可能とは

なったのだが、その後の運営をどうするかが次の問題。会員ができるのだろう

か？ これも中村氏の指導を頂けることから、矢崎会員がHPの運営担当となり

そのまま13年間おこなった。

HP設置の理由
本会設立の目的を遂げる  

・本会は，写真俳句を研修、親しむことを通し広く交流する。

・作品を通して熱海情報を全国に発信、来熱者の促進を図る。

・行政、市観光団体、産業団体と協働し、各種イベントを開催し観光都

市熱海のイメージアップ、まちづくりに寄与する。

（観光まちづくり補助金受取の条件）

・会の活動促進、情報発信

・会員間の情報共有

・会友（ＷＥＢ会員）の会活動促進、募集。（句会投稿、会情報等）

・活動予告、報告の必要性

・活動記録、活動の軌跡を残す

そして現在
13年間の活動を通し、このHPの

存在は大きく、なければ会の継続は

できなかった。また、この冊子もで

きなかった。

HPの運営は文章、画像が報が集積

し保存され残る。また遠方よりの指

導を受けての運営もできる。このデ

ジアナ本の作成、維持も可能だ。

HP
写真俳句を

楽しむ

https://atamistory575.com/
http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/tanosimu.pdf


Ⅲ. 熱海写真俳句撮詠物語の活動

23

内 容

月例句会

天・地・人賞とHPへの掲載

月 報

吟行会

ホームページの運営

写真俳句作品展 ＝13年の歩み＝

起雲閣ギャラリー展

起雲閣和室展

web展

熱海新聞優秀賞展

熱海ヒストリア・575コンテスト

熱海どこでも展 仲見世通り展

蕎麦処多賀展

ウェルシテイー湯河原展

熱海梅園梅まつり展

熱海新聞優秀賞 月間掲載

ホテルミクラス展

市民教室

総会

熱海写真俳句撮詠物語 2018年カレンダー

写真俳句小説  恋する熱海 贈呈   

忘年会



当初床に作品を置き、回りながら選句

月例句会

開催内容

1. 提出

会員はあらかじめ決められた用

紙（会名、年月、番号枠）A4

用紙を使い ５作句品/人を提出

2. 選句

各自５作品を選出、用紙に記入

し提出。

3. 集計・天地人賞の決定

集計し選定

4. HPへの掲載

会終了後、帰宅しHPに掲載

＊当初、作品を部屋周辺に並べ選句し

ていたが、その後、作品を何組かに分

けテーブル上にて、数回廻し 選句した。

＊10年目までは熱海に在住しており熱

海会場で行っていたが、状況が変化し、

11年目以降はWEB上にて全てを行っ

た。会員はメール、封書にて事務局に

送り、事務局はそれを集計しHP上に

番号を付け公開。その番号を５句選句

し事務局へ、それを集計しHPの順番

を入れ替え天地人賞として発表した。

第三月曜日 10時～12時 起雲和室にて開催

24

その後は、参加者毎に作品を分け数回廻し選句

投稿作品例（縦・横）



選句作品を集計し上位から天賞、地賞、人賞として

HPに掲載。また投稿作品には、これらのシールを貼

り年度末にまとめて返却した。

選句後、熱海新聞・優秀賞を選び熱海新聞社に投稿、

112カ月にわたって毎月掲載頂いた。また、松永様に

は選句と特選2句、入選３句を選んでいただきHPに掲

載、作句小見と共に「月報」にも掲載した。

天・地・人賞の決定とHPへの掲載

25

HP掲載例

松永選者による選出熱海新聞掲載

HP及び印刷作品にはこのシールが貼られる

投稿作品にはシールが貼られ返却 例

決定、掲載、広報

13年間
天地人賞

https://atamistory575.com/archives/category/jimukyoku_news/ten_chi_jin


月 報

4.特選、入選、作句小見

会員の更紗さんのご紹介で、俳

句仲間の松永房子様が無償にてご

協力頂けることとなった。

2020（令和２年）６月より2025

（令和7年）まで５年３カ月（63ケ

月）もの長きに渡り、俳句の講評

（特選、入選）を賜り、月報に掲

載させて頂いた。

26

掲載内容
------------------------------

1. 天地人賞の記録報告

HPに掲載していたが、書面でまとめ

て欲しいとの要望があり、簡単なもの

を作成していたが、次第に詳細（点数、

俳号など）を掲載するようになった。

2. 熱海新聞・優秀賞の発表と掲載

3. 今後の予定 来月句会日等の予定

展示会、総会などの情報を掲載

月報は初会ら計画的に発行



吟行会は、熱海の各地域を巡る中

で俳句をつくり、HP、熱海どこでも

展、展示会等で発表することを目的

に行った。熱海広報支援の一端にし

たいと思いからである。

吟行会は平成25年の発足月から令

和元年迄の７年間で45回開催した。

吟行地は回数を重ねるにつれて熱海

以外の場所へと広がった。当初の熱

海での吟行という目的と異なってし

まったが、別の目的である、会員の

健康、交流には良き機会となり貢献

できたと思う。

また市外の吟行地とはいえ、関連

の深い縁のある場所も多くあり、そ

れらと熱海の関係を紐解く機会とも

なった。

吟行会

熱海を中心に近隣市町を訪問 ７年間45回を開催

27

吟行記

https://atamistory575.com/archives/category/gink


ホームページの運営

28

天地人賞発表・熱海新聞優秀賞・ホテルミクラズ月間展 他

作品スライドショー

天・地・人賞発表

時事の記事内容
・ニュース
・会員発表
・コンテスト情報
・新聞記事
・その他

ホテルミクラス展

会・写真俳句とは

熱海新聞優秀賞発表

サイドバー内容
・森村誠一先生
・カテゴリー
・本の紹介
・イベント動画
・その他

＊当HPは、合）ウーニクス（中村）様のご厚意で閉会後も維持

ホームページ

https://atamistory575.com/


起雲閣展10回、ＷＥＢ展３回 計13回を開催

写真俳句作品展 ＝13年間の歩み＝

29

初年度より最終13回まで展示会を行っ

てきた。環境の変化、高齢化などから会

場こそ変わりましたが、欠くことなく続

けた。

１回～3回 起雲閣2階ギャラリー展

広く、他の写真クラブとの合同展

４回～10回 起雲閣和室展

会員数も減ったことから移動

11回～13回 WEB展（HP上展）

開催できる会員が熱海不在に。
第1回 第2回

第3回 第4回 第5回 第6回

第7回 第8回 第9回 第10回

第11回 第12回 第13回

13年間
展示会

YouTu
be放映

https://atamistory575.com/archives/category/tenji


初年度から３年度までの展示会は、南熱海写真同好会との合同展で行った。

会場が広かったこともあるが、合同で行う事のメリットは別の会の見学者も来

られ、結果相乗的な成果がある。また会員のモチベーションのアップ、費用分

担にもなることから今後も行っていきたい方法である。

会場では会員作品以外に関係本、多種の写真立て、展示会用動画も準備された。

30

初年度から3回まで 起雲閣2階のギャラリー開催

写真俳句作品展 ＝起雲閣ギャラリー展＝

13年間
展示会

https://atamistory575.com/archives/category/tenji


起雲閣2Fギャラリー会場展示風景（初回～3回まで、写真CL合同展）

写真俳句作品展 ＝起雲閣ギャラリー展＝

31
13年間
展示会

AVコーナーはがき写真俳句のモビール

会場入口部の展示 奥に写真クラブの展示場

森村先生が迎えてくれる期待の展示場を演出

https://atamistory575.com/archives/category/tenji


起雲閣1F 和室会場展示風景（4回～10回まで）

写真俳句作品展 ＝起雲閣和室展＝

32
13年間
展示会

https://atamistory575.com/archives/category/tenji


写真俳句作品展 ＝WEB展＝

熱海不在

熱海の定住会員がいなく

なったこと、事務局が移

住し離熱したことから、

起雲閣での展示会ができ

なくなり検討した結果、

HP上にて行うのはどう

かと決定した。

また、PDF版、動画を

HPに掲載し印刷本を会

員に配布し補足とした。

10回～13回までのWEB展（11回～13回まで）

33

WEB展

第13回

第11回

第12回

11回展示会YouTube

13年間
展示会 11回YouTube

https://atamistory575.com/archives/category/tenji
https://youtu.be/zn2EYE3C5MY


掲載40回を記念して第7回作品展に併設展示

9年4カ月にわたり毎月掲載頂いた

ことは、想像以上に大きな力を頂い

たと感謝しつつ、今までの展示会を

思い出す。いつか何かの形で御礼で

きないかと思っていたが、第7回時、

掲載40回であったことから、それを

記念し開催した。

A3額横に2枚、40作品を額に収めた。

今思うと全体の1/3にあたる数だが、

ご覧の通り部屋一杯、112作品とても

掲示しきれない。

展示室入口 奥の6畳間展示の様子

第7回展示会

34

6畳間展示の様子

写真俳句作品展 ＝熱海新聞優秀賞展＝

第7回
展示会

https://atamistory575.com/archives/64121


熱海ヒストリア・五七五コンテスト

熱海ヒストリア・五七五コンテスト

は、2014（H26）から次年にかけ５回

行われた。

目的は、観光協会主催の「熱海写真俳

句ストーリーコンテスト」の間を縫っ

て３カ月に１回、年３回応援開催する

こと。景品は市内の支援者より、市内

のみで使える商品を心掛けた。

表彰 撮詠大賞１名、撮詠賞２名、奨

励賞3名

賞状 表彰状（三種）

主催 熱海写真俳句撮詠物語

後援 市観光協会 MOA美術館

協賛 多賀そば食事券、間瀬の和菓子、

MOA美術館鑑賞券、観光協会入浴剤、

酒井恵理子画伯はがき

35

2014～2015年にかけて５回開催

2014年ポスター

HP掲載例

2014年ポスター要項 2015年ポスター

賞状例

ヒストリア
・575 2015チラシ 2014チラシ

https://atamistory575.com/archives/category/hisuto
http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/con2.pdf
http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/2014tirasi.pdf


36

仲見世通り展    熱海どこでも展

平成25年(2013)4月～平成27年（2015）11月（2年2カ月26回）

熱海駅前広場に面して2つのアーケー

ドがある。その一つが「仲見世通り」で

賑わっている。この通りにレストラン・

売店・ギャラリー「藍花」を営む冨村様

に紹介して頂き、２年2カ月の期間、毎

月8作品・計208作品を展示させて頂い

た。多くの観光客、市民の皆様にご覧頂

だけたことに感謝している。熱海どこで

も展の催しとしては最適な場所であった。

商店街の皆様に感謝です。

サイズ A3アルミ額

展示数 8作品 展示総数208点）

展示期間 2013年4月～2015年11月

⁂ 熱海駅から海に向かった小高い丘

の上に熱海が誇る重要文化財・旧日向

家熱海別邸がある。その保存広報活動

を冨村様と共に行った。そんなことか

らの紹介。熱海はこうした繋がりの強

い街である。

仲見世通り展 藍花HP

https://atamistory575.com/archives/category/nakami
https://www.aibana.com/galleryandcraft.html


仲見世通り商店街のアーケードには、

中央に休憩用のベンチと掲示版がセット

で存在し、分離帯ともなっている。その

記事版にA3額を張らせてもらった。

作業は月初め会員を動員し8作品の額

の入れ替えを行った。

季節を読む写真俳句は、この場所に馴

染んでいた。休憩の方々が話題にしてく

れている様子を今でも思い出す。

208作品の仲見世通りでの展示会

早朝の仲見世通り商店街 昼間は観光客で溢れる

37



蕎麦処多賀展       熱海どこでも展

38

蕎麦処多賀の店舗は、豪商・大井五左

エ門の築約200年の建物。家主日向利兵衛

（実業家）は、旧日向別邸の工事に来熱

していたドイツの建築家ブルーノタウト

を監督に依頼し、昭和5年にここ多賀に

別荘として移築したもの。タウト設計の

椅子、机があり見せて頂いた。そんな事

から知り合いとなり、展示させて頂くこ

ととなった。

蕎麦処多賀

サイズ A3アルミ額

展示数 4作品（景48作品）

期 間 2014年4月～2015年3月

96作品を玄関前待合での展示

⁂熱海市には世界遺産の建築家タウトの

「旧日向別邸」があり公開させている。

ブルーノ・タウト

https://www.tagasoba.jp/
https://book.atami-taut.com/archives/1351


ウエルシティー湯河原展     熱海どこでも展

39

ホテルの展示は、植村会員の紹介

で始まった。湯河原町の泉公園の近

く千歳川を橋で渡った先にあり川の

せせらぎを感じる瀟洒なホテル。

玄関を入ると吹き抜けのホールがあ

りそこの階段を上がったレストラン

の前の展示コーナーでの展示。地域

の人々の趣味の作品が展示されてい

る。その一角の展示であった。

サイズ A3アルミ額

展示数 6作品（計72作品）

期 間 2014年８月～2015年７月

72作品をレストラン前展示コーナーにて展示



熱海梅園梅まつり展 熱海どこでも展

40

熱海梅園梅まつりの期間、梅園入

口にある、公園課の許可を受け、休

憩スペースを使わせて頂き作品展示

を行った。東屋であるこの休憩ス

ペースは、普段はオープンだが、梅

まつりの期間は風雨・寒さ対策でビ

ニールシートで囲いをつくる。その

中での展示であった。

一度は風が強く被害にあったことを

思い出す。

サイズ A3アルミ額

展示数 18作品 (全56作品）

2016年～2018年の祭り期間

梅まつり祭り公園入口脇にある東屋

梅まつりの間3年間の展示をなっ

た。風に揺れ安定感はなかったが、

休憩場所で良く見て頂いた。

熱海梅園

https://www.ataminews.gr.jp/spot/105


熱海新聞優秀賞―月間掲載

41

2016-6月～2025-9 9年4ケ月（112回）掲載

活動意欲の向上と、活動内容を市民、

伊豆地域の人々に広く知って頂く為、

毎月掲載してもらおうと熱海新聞社に

出向いた。2016年４月の例会直後のこ

とであった。

社を訪ね依頼、即快諾頂きと掲載方

法について打ち合わを行った。

縦写真と横写真の２タイプを決定し、

「優秀賞」として毎月末までに掲載頂

くこととなった。

熱海新聞には、第三週の月曜日に行

われる句会に天・地・人賞と共に「優

秀賞」を選出し、俳句・写真・物語を

メールにて送信、新聞掲載となる。そ

の数は112回（ケ月）となった。デジ

タル版もあり、こちらはカラー写真の

掲載となった。

毎月の掲載は会員にとって、想定通

り活動意欲が促進れ、楽しみとなり感

謝している。掲載を見ての市民からの

ご連絡も多数頂だき励みになった。

2016年6月29日（初回号）
▼

9年4ケ月（112回）
▼

2025年9月25日（最終号）

優秀賞

https://atamistory575.com/archives/category/atami-shinbun


ホテル ミクラス展

42

写真俳句コンテストを機に知り合った鈴木浩治部長に依

頼。即趣旨をご理解頂き月代わりで展示して頂いた。

ホテル側にて写真作品を印刷、展示までして頂き感謝。

サイズ A3（額はホテルにて対応頂きました）

展示数 6作品 （合計366作品）

展示場所 ホテルエントランスホール、会員ラウンジ

展示期間 2018年５月～2023年５月 （61回）

＊ ホテルミクラスは閉館致しました。

平成30年5月～令和5年5月 5年1カ月（61回）展示

エントランスホール

会員ラウンジ

ミクラス展

https://atamistory575.com/archives/category/hotel-miclas
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森村誠一先生コーナーも常設 感謝本を贈呈

展示作品を製本し感謝贈呈

会員ラウンジ 森村先生の出版本、月間・写真俳句コーナー（提供：中村廣幸）



ホテル ミクラス展

44

作 品 展

⁂ ホテル展示ということから細かい文字（物語）を省略し、写真俳句とした



市民教室

熱海市の生涯学習課は、毎年前期と後期に分け６回程度の市民教室を開催して

いる。市民、団体から講師を募集し、市が受講者を募集（10人ほど）し開催する

というもの。熱海市の各所で開催される。市民の生涯学習を促進し、引きこもり

のない積極的な健康生活の促進を図るのが目的。新規の講師の場合は、終了後団

体をつくり継続することを推奨している。

当会も、会のアピール、会員募集を目的に申込み開催した。

45

第三月曜日 10時～12時 起雲和室にて開催



市民教室

写真俳句生活超入門

平成26年度「写真俳句教室」を全6回開催した。皆さんとても和やかに受講い

ただき、良き講座となりましたこと感謝している。

１回目は、話と共にカメラをいじってみた。２回目は写真撮影について講師を

お願いし行った。何時ものアングルと少し異なった方向で写すと主役がハッキ

リとし詠みやすくなります。３回目は、当会の講師級の凛会員が行い大好評

だった。4回目は吟行、雨を考え屋内である起雲閣（市文化財）で撮影。5回目

は規定用紙に写真俳句を作り、選句会を和気あいあい行いました。最後の6回

目は、主催者側で写真立てキットを用意し、はがきサイズの作成作品をおさめ

完成。自宅に飾ることとし終了しました。深くはありませんが、全体像理解い

ただき、楽しく終わることができた。

46

吟行は起雲閣へ 講座風景

受講者の作品

撮る・詠む・語る作品を日常生活で楽しむ



総 会

47

今年度事業を中心に予算づくり
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熱海写真俳句撮詠物語 2018年カレンダー

会員作品の活用・商品化

カレンダー

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/carender.pdf


写真俳句小説  恋する熱海   感謝贈呈

熱海写真俳句ストーリーコンテストの期間、熱海市観光協会のホームページ

に50回シリーズでこの写真俳句小説「恋する熱海」が連続掲載された。作者の

斎藤牧子さんは、森村先生の愛弟子で中村氏グループの一員。長編の熱海写真

俳句物語である。情報取材では当会も多少ですがお手伝いできた。

HP（WEB）上での連載であったので、製本し斎藤さんに感謝の贈呈とした。

49

観光協会HPに連載された写真俳句小説

B5サイズ、カラー製本
160P



忘年会

忘年会は初年度こそ華やいだが、徐々に下火になったのが残念

50

発足年での忘年会 KKRホテルにて関係者の多くが集い祝った。
皆若く元気な姿をみせている。懐かしい思い出

思い出深い発足年の忘年会



紹介会員リスト

俳号 氏名 NO 俳号 氏名 NO 俳号 氏名 NO

仰天 久恒仰平 01 更紗 久喜聖子 02 里 小宮 里 03

驟雨 鈴木ゆり 04 木練 吉田圭一郎 05 蝶花 小野早苗 06

忠彦 堀江忠彦 07 歩人 矢崎 英夫 08 榮一 杉山榮一 09

和子 成川和子 10 左近 植村佐与子 11 文吉 山田文吉 12

恵果 小柳由美子 13 三茶 小柳定治郎 14 凛 古田 凛 15

指月 松原千代子 16 日和 片山文栄 17 方葉 大野とよ 18

良太 小松良太郎 19 楽亭 秋山泰佑 20 雅子 遠藤雅子 21

通 笠原通 22 春雪 不明 23 早苗 服部早苗 24

松井 伊豆見富士男 25 美佐子 秋本美佐子 26

Ⅳ. 会員作品紹介

51

13年間の句会、吟行会、

展示会などの活動を多くの会

員と一緒に作り上げてきた。

中にはとても短期間会員もい

ましたが、多くの思い出を残

してくれた。

現在記録に残っている会員

作品を二点掲載した。

作品は展示会に作った整えた

ものもあったが、あえて会の

原点である選句番号の入った

「句会投稿作品」をそのまま

掲載した。また選句は当方に

一任させて頂いた。

⁂ 熱海梅園では、毎年皇室に紅白の献上梅を奉納しています。



仰天 久恒仰平
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01



更紗 久喜聖子
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02



里 小宮 里
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03



驟雨 鈴木ゆり
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04



木練 吉田圭一郎

56

05



蝶花 小野早苗

57

06



忠彦 堀江忠彦

58

07



歩人 矢崎英夫

59

08



榮一 杉山栄一

60

09



和子 成川和子

61

10



左近 植村佐与子

62

11



文吉 山田文吉

63

12



恵果 小柳由美子

64

13



三茶 小柳定治郎

65

14



凛 古田 凛

66

15



指月 松原千代子

67

16



日和 片山文江

68

17



方葉 大野とよ

69

18



良太 小松良太郎

70

19



楽亭 秋山泰佑

71

20



雅子 遠藤雅子

72

21



通 笠原 通

73

22



春雪

74

23



早苗 服部早苗
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24



松井 伊豆見富士男

76

25



美佐子 秋本美佐子

77

26



人・施設 （敬称略）

森村誠一 13年間名誉顧問 コンテストで初ご挨拶

中村廣幸 会発足の諸々、運営方法、HPの作成、指導など、

山口亜希子様、斎藤牧子様と共にお世話になった

熱海市観光協会 チラシ配布、コンテスト景品提供

熱海市役所 熱海市観光まちづくり補助金、チラシ配布

熱海新聞社 様々な催しの記事掲載を始め、9年４カ月

（112回）に渡る優秀賞の掲載

ホテルミクラス 鈴木浩治様のご厚意で、5年1ケ月（61回）

366作品の展示。ホテル側にて写真印刷、額提供、額設置

起雲閣 毎月の句会、毎年の展示会など多くの催しを歴史施

設開催

仲見世通り商店街 冨村千代様のご紹介で駅前商店街での２年

間い及ぶ208作品の展示

蕎麦処多賀 ２年間96作品の展示。コンテスト景品提供

ウェルシテイー湯河原 ホテル＋ロビー展示コーナーで1年間

72作品の展示

酒井理恵子 画家・熱海百景はがきセット景品提供

MOA美術館 コンテスト景品として無料鑑賞券提供

菓子舗間瀬   コンテスト時での和菓子景品提供、展示会開催

松永房子 5年3カ月間にわたる俳句の講評（特選、入選）

行政制度

熱海市観光まりづくり事業補助金 資金なしに活動はできない

し、出来ても長続きしない。催し、団体への資金、特に初期

資金支援は市民活動には有効。一次審査での内容設定は会の

目的を明快にし、二次審査の客観的な判断も妥当。3年間の

区切りも意欲向上に役立つ。熱海市独自の素晴らしい制度で

あり、今後も続け高齢者を含む世代の活動に支援願いたい。

市民教室 生涯生活の積極的な生活支援、高齢者の多い熱海

市には有効なもので意欲を促進する。

Ⅴ 13年の活動を顧みて

78

森村誠一先生

起雲閣

仲見世通り

MOA美術館

冊子をまとめて記録し記憶に留めようと編集を始めると、

その資料の多さに驚く。それはまた活動の多さでもあり,ご支

援の多さでもある。こうして長期間続けられたこと、感謝に

耐えない。この場をもって御礼申し上げる。

御 礼



おわりに

閉会のご挨拶

79

人との出会いは本当に妙なかたちだなと思う。偶然に始まり寂しく終わる。

2022年の秋だった。夫婦で近くの花壇の手入れをしていた時、近くにお住

まいの森村誠一さんと出会いしばらく立ち話をした。

森村さんはカメラを肩にかけて駅前のス－パ－に行く途中だという。

「きれいに咲きましたね。キバナコスモス、鶏頭、この花の名前はなん

ですか？」

「これは千日紅です。そしてこれは七変化（ランタナ）です。」

すると

「僕は写真俳句を提唱しているんです。俳句に写真を付けると情報量が

多くなり、俳句に音や匂いまでするようになり深みが増すんですよ。」

「私も俳句をやっていますが、句集の時少々の挿絵をするくらいです。」

森村さんは当時89歳でしたが年齢を少しも感じさせずお元気で、

今『老いの正体―認知症と友だち』を執筆中なんですよと述べていた。

この会話が一つの縁となり「熱海写真俳句撮詠物語」に入会となったのだ

が、翌年の2023年7月24日、お元気であった先生が90歳で逝去されたという

知らせを受け驚き惜しまれた。

2023年⒓月、第10回目の写真俳句作品展が例年通り起雲閣で開催された。

縁あってこの展示会の設営から撤収までの一連を矢﨑英夫会長と行った。

その時、写真、俳句、句集の製本、そしてPCの映像処理などのイロハを教

えて頂いた。翌年矢﨑氏が京都府木津川市に引っ越され、熱海起雲閣での作

品展はこれが最後となった。

今後をどうするを検討し、第11回からはＨＰ（WEB上）で行う事にしよ

うということになり今年13回まで行った。また、会長が離熱するに当たり、

会長をどうするかの話となり、私が引き継いで早3年となったが、この間、

高齢化による会員数の減少となり止む無くここで閉会ということとなった。

2025年10月19日、第13回WEB作品展をもって閉会とします。

長きに渡り皆様と楽しくご一緒できましたこと感謝申し上げます。

会長 久恒仰平

閉会報告

http://atamistory575.com/wp/wp-content/uploads/2025/10/heikai.pdf
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